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研究成果の概要： 
 
古代ギリシア喜劇の構造を理解するにあたり, (1) ictus という共通単位によって「歌われた

部分」も「それ以外の部分」も量的に計測出来ること, (2) またそれぞれ 24 ictus, 32 ictus, 36 

ictus という長さを持つ３種類の module を想定することで演劇テキストの諸部分と諸部分

の関係, すなわち量的な構造の全体と詳細が明らかになるという基本的な仮説は, 少なくとも

アリストパネースの『アカルナイの人々』と『鳥』に関してはかなり満足の行く結果を得られ

た. しかし, それ以外の作品に関しては, 残念ながら, 未だ満足の行く結果を得られていない。

最初の前提，すなわち「24 ictus, 32 ictus, 36 ictus」という３モデュールに限定して仮説を構

築したこと自体に問題があったかもしれないので，引き続き，その他のモデュールの可能性を

考慮した上で, より柔軟性のある仮説を設定し, それに対する検証を続けるべきであるという

結論を得るに至った。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
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年度  

年度  

  年度  

総 計 2,300,000 690,000 2,990.000 
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１．研究開始当初の背景 
 

 私は博士学位論文において, 古代ギリシア

喜劇の韻律という量的な構造を理解するに

あたり, (1) ictus という共通の単位によって

「歌われた部分」も「それ以外の部分」も同

様の方法によって量的に計測出来ること, (2) 

またそれぞれ 24 ictus, 32 ictus, 36 ictus と

いう長さを持つ３種類の module を想定す

ることによって, 演劇テキストの諸部分と諸

部分の関係, すなわち量的な構造の全体と詳

細が明らかになる場合がかなりあることを

示した。 

 特にアリストパネースの２作品において

顕著に認識されたこの法則性は, アリストパ

ネースのその他の作品の構造においても, さ

らには, 同時代の悲劇作品の構造においても, 

また, 演劇テキスト以外の古代ギリシア韻文

作品の構造一般においても, 確認されるかも

しれないと考えた。それゆえ, こうした法則

性の有無について古代ギリシア韻文作品全

体に関する量的な分析の新たな方法の確立

を射程に入れながら, 先ずはアリストパネー

スのその他の作品の構造について、次いで

（機会が与えられるならば）同時代の悲劇作

品の構造においても詳しく同様の検討を行

う研究を計画した。 

 
２．研究の目的 

 
 古代ギリシア喜劇作品（特にアリストパネ

ースの喜劇作品）において特徴的な形で見い

だされる「構造」, すなわち, その「構造」

を支配する諸形式と規則性に関する研究の

歴史は, 本格的なものとしては 19 世紀ドイ

ツの諸研究にまで遡ることが出来る. これら

諸形式と規則性に関する研究は, 当初より

（狭義の）韻律研究の延長線上にあるものと

考えられ, 本文校訂という文献学の根本問題

と不可分の問題として追及されてきた. 古代

ギリシア喜劇作品の構造に関する学問的な

（すなわち法則確定によって定式化さる）認

識が, テキスト伝承の歴史的批判を可能にす

る重要な規範要因であると考えられていた

ためである.  

 反面, 19 世紀の学者の飽くなき法則追求の

熱意のため, 発見された諸法則に適合しない

伝承部分がしばしば「改ざん」の結果とさえ

看做される結果になったことも認めなけれ

ばならない. この法則性追求の「行き過ぎ」

に対する反省もあって, 現代の研究者たちの

間では, アリストパネースに代表される古代

ギリシア喜劇作品の「構造」は, 確かに特徴

的ではあるけれど, 実際には「多様である」

という常識的な結論に落ち着き, 19 世紀以来

の問題設定, 即ち「喜劇の構造」と「本文校

訂」との本質的な繋がりの認識に対する関心

は弱まっているとも言える.  

 現代においては, 古代ギリシア喜劇の構造

に注目する学者たちの主要な関心は, どちら

かと言えば「物語の構造分析」のような比較

的ルーズな, すなわち, 数量的に定義不可能

な, 文学的・神話学的な認識の領域に移って

いると言うことが出来る. 他方, 韻律法則そ

のものに関する研究と認識は, 19 世紀から現

代にかけて, 更なる深化を遂げていることも

事実であり, 演劇作品の細部の本文確定に対

して規範的な地位を弱めてはいないように

思われる.  

 しかし, 韻律学の成果は一行の内部, 相互

に対応(responsio)する歌の部分などにおい

て, 局所的に適用されているに留まり,一個

 



 

の演劇作品全体の構造を律する原理とは必

ずしも看做されてはおらず, かつて演劇構造

形式と諸法則の研究が「韻律研究の延長とし

て」確立しようとした認識の領域は放棄され

てしまったか, あるいは, それ自身を自己目

的として行われる審美的な研究の領域に過

ぎないかのごとく看做されているのが現状

である.  

 このような一般的な傾向に反して, すなわ

ち, 本文校訂とテキストの伝承史を研究する

現代の学者たちの一部において, 演劇構造の

研究をあくまでも韻律研究の延長線上に位

置づけ, 演劇構造の研究と本文校訂の間に存

する本質的な連関を見据えた研究を続けて

いる研究者の例があった. そのような研究を

行っている学者の一人が,（先頃 86 歳で亡く

なられた）フランスの Jean Irigoin 博士で

あった. 本研究は, この Irigoin 博士の研究

方法を, 特に「ictus」という計測単位を直接

に学び取り, それを発展させることを目指す

ものであった.  

 本研究は, 大雑把に言えば, 研究代表者が

すでにフランスにおいて博士学位論文とし

て提出し受理された予備的研究を一歩進め

ることを目指すものである. 研究対象を新た

に全ての古代ギリシア喜劇作品の諸部分に

拡げると共に, 演劇構造の計測法と形式と諸

規則に関する仮説を検証し, 喜劇作品のみな

らず（ある程度）悲劇作品においても, 同様

の研究と検証を行い, 認識の深化に成功すれ

ば, 仮説の適用範囲を古代ギリシア韻文文学

全体の領域に拡大することができるものと

考えた。 
 
 
３．研究の方法 
 
  (1) ictus という共通の計測単位によって

「歌われた部分」も「それ以外の部分」も同

様の方法によって量的に計測出来ること, (2) 

またそれぞれ 24 ictus, 32 ictus, 36 ictus と

いう長さを持つ３種類の module を想定す

ることで, 演劇テキストの諸部分と諸部分の

関係, すなわち量的な構造の全体と詳細が明

らかになるという本研究の基本仮説を, 先ず

は, アリストパネースの初期作品を通じて検

証し, 特に『アカルナイの人々』と『鳥』に

関して 再検証を行うと共に，アリストパネ

ースのその他の作品の構造においても順次

詳しく同様の検討を行った。 

 こうした法則性の存在がアリストパネー

スの作品全体において一般的に確認される

ならば, 現代の研究者たちがあたかも避けて

いるかのように見える,「韻律研究の延長線上

にあるべき演劇構造の研究」という, かつて

の前提を復活させることが出来るだろうと

いう想定のもとに，個々の作品の量的構造を

詳細に分析した。そのような前提が復活す

るならば, この量的な法則性の認識に照ら

して, もう一度古代ギリシア喜劇・悲劇の

作品伝承において, 近年の本文校訂の成果

を検証することが可能になるという証拠を

求めて調査を続けた。上記『アカルナイの

人々』と『鳥』に関して確立された（と私が

考える）計測と分析の方法をその他の諸作品

の全体に適用出来るかどうかの検証に多く

の時間が費やされた。 

 

 
４．研究成果 

 
 本研究における主要な仮説, すなわち, 

(1) ictus という共通単位によって「歌われ

た部分」も「それ以外の部分」も量的に計測

出来ること, (2) また, それぞれ 24 ictus, 

32 ictus, 36 ictus という長さを有する３

種類の module を想定することで, 演劇テ

 



 

キストの諸部分と諸部分の関係, すなわち,

量的な構造の全体と詳細が明らかになると

いう仮説は, 少なくともアリストパネース

の『アカルナイの人々』と『鳥』に関しては, 

かなり満足の行く結果を得られたので, こ

の点についてはその一部を研究発表（下記参

照）として公開することができた. しかし, 

それ以外の作品に関しては, 未だ満足の行

く結果を得られず, 分析途上の段階に留ま

っている. そのため, これらの作品につい

ては未だ研究発表という形で公開するには

至って居ない. 

 最初の前提，すなわち「24 ictus, 32 ictus, 

36 ictus」という３モデュールに限定したこ

とそのものに問題があった可能性を考慮に

入れながら，引き続き，その他のモデュール

を想定する可能性を仮説に加えることによ

って, 仮説そのものに柔軟性を加えつつ分

析と検証を続けるべきであるという結論を

得るに至った。 

 なお, 『ギリシア喜劇全集 < 別巻 > ギリ

シア喜劇案内』に, 上記 ictus による分析

の方法を日本語で解説する論考を発表した.  
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